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外国雑誌の流通と納入システム

一見 益男

自然科学の研究成果の発表は、雑誌論文におい

て発表されるのが通例である。このことは医学の

分野でも例外ではなく、最新の成果が一刻を争っ

て専門誌で発表されていく。新聞の紙面で「○月

×日発表の××誌によると」という形で研究成果

の報道を見かけることが最も多いのも医学である。

そのため、電子媒体が増えたとはいえ医学分野

における学術情報の入手ツールの内、最も重要な

ものの一つは、依然として学術雑誌となっている。

この分野の図書室が最も予算を使い、担当者が利

用者へのサービスで意を払うこととなるのも、学

術雑誌、それも国際的な発表の舞台となる海外の

学術雑誌である。

これらを含めた、いわゆる外国雑誌の納入方法

が、昨今変わり始め、弊社においても新方式を発

表し、２年目に入っている。

筆者は、㈱紀伊國屋書店に属してはいるか、編

集部よりの希望は、外国雑誌の新しい納入方法を

一般化した形で解説して欲しいとのことである。

必ずしも、新サービスを実施している各社が同一

の方法をとっているわけではないが、なるべく一

般化した形で説明したい。ただし、具体例では、

紀伊國屋書店のアクセス方式を例にとることを、

あらかじめ御了解願いたい。

かず み ますお： 株式会 社紀伊國 屋書店 関西営業本部

２．外国雑誌の流通形態

従来の外国雑誌の入手方法は、おそらく日本で

国際郵便により、海外から郵便物が入り始めた明

治中期より変わっていないと思われる。出版社よ

り読者へ直送されるというこの方法は、現在にお

いても一般的な原則として出版社、読者双方より

広く認知されている。

交通手段の発達に伴い、船便でしか外国雑誌を

入手できなかった時代は終わりを告げ、現在では

航空便で送付される雑誌も多くなった。とりわけ、

ＳＴＭ（＝ＳＣＩＥＮＣＥ．ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ．ＭＥＤＩＣＩＮＥ）系の雑誌を

中心に発行する欧米の大手学術出版社では、海外

発送を航空便に限定するのが一般化している。

しかし、入荷スピードの改善は進められたとは

言え、郵便途上での事故・破損等の発生は、依然

として不可避である。一方、出版社の対応も、ＭＴ

による一括オーダーに対応するようなコンピュー

ターシステムを構築するような出版社においてさ

え、オーダーエントリーミスが皆無とは言い切れ

ない現実がある。まして、手作業が中心の小出版

社では、事務処理・発送処理でのミス発生を前提

として、対応を考慮せねばならない。

これらにより発生する外国雑誌の欠号・未着の

問題は、図書館、利用者のみならず、業者にとっ

ても最も頭を悩ます問題であった。さらに、この

受入処理、開封－チェック一巻号記入（入力）は、

図書業務の中で最もわずらわしく、時間を要する

作業であり、その合理化が待たれるところであっ

た。
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こうした中、近年開発された納入方法が、一括

納入方式と呼ばれるものである。次にこの中身に

ついて触れていきたい。

３．一括納入方式とは何か

（１） 概 要

現在、一括納入方式としては、紀伊國屋書店の

アクセスの他に、丸善のＭＡＣＳ２、スエッツ社

のファーストといったシステムがある。これらの

方式は、欠号防止対策と共に、図書室業務の軽減

にリンクされているところに特徴がある。

直送方式との違い、および付随サービスは次の

ようになる。

① 出版社より読者へ直接送付されるのではな

く、いったん海外の集荷基地へ集められた

後、あるいはさらに日本の処理センターを

経由して、週一回以上一括して読者へ送付

される。

② 集荷基地にて、入荷チェックを行い、欠号

管理が行われるため、読者は欠号クレーム

の業務より解放される。

③ 入荷チェックと同時にコンピューターに受

入入力を行うため、ユーザーの図書館が機

械化されている場合には、電子媒体で入荷

データーの提供を受け、利用することが可

能である。

（図１） アクセス方式の雑誌の流れ

（ 直送ア クセス）

（２） 物 流

外国雑誌の重要誌の大半は欧米で出版される。

たとえば、医薬関係の重要誌で欧米以外で発行さ

れているのは、オーストラリアのＢＩＯＣＨＥＭＩＳＴＲＹ

ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬと香港の出版社、ＡＩＤＳＰＲＥＳＳの出

版物程度しか筆者は思いあたらない。したがって、

雑誌の集荷基地は、アメリカおよびヨーロッパに

置かれている。アクセスの場合は、ニューヨーク、

ロンドンに集荷基地を設けている。ここは、日本

への直行便数が最も多く、滞貨時間を最小限に押

さえ、迅速な発送体制を組むことを可能にしてい

る。

アメリカ、ヨーロッパで集荷され、東京ヘエア

カーゴで直送されるタイトルの他に、その他の地

域で発行される雑誌および国内代理店誌は、直接

日本の処理センターへ送付される。処理センター

では、雑誌を顧客別に仕分けし、アルファベット

順に並べ換えた上で、受入入力を行い、週一度宅

急便にてユーザーへ発送される。

アクセスの場合、海外集荷基地の段階で、日本

のアクセスセンターと同じコンピューターシステ

ムで受入入力を行っている。そのデーターは現品

と共に日本へ送られる。アクセスセンターでは、

センターへ直接送付される分の受入データを海外

集荷分のデータと統合し、再度検品の上、ユー

ザーへ送付している。

また、アクセスでは、一年目の海外集荷基地で

の受入入力の精度が９９％以上という結果をうけて、

今年より海外集荷基地より直送、ユーザーへ送付

するサービスも開始した。エアカーゴでの一括納

入システムによる納期短縮は一ヵ月程度であるが、

直送サービスによりさらに一週間程度納期は短縮

されている。

なお、ファースト方式の場合は、オランダ本社

の関係上、全世界の雑誌はオランダへ集荷され、

オランダよりユーザーへ発送されているようであ

る。

（３）欠号対策

外国雑誌は前払いを原則としているため、到着

払いの洋書と違って、未着・欠号に対して我々業

者も、多大の努力を費してきた。ユーザーも前払
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いのケースが多いし、後払いの場合には入荷しな

ければ請求不能の状況に陥ってしまう。

しかし、結論としては、欠号の皆無はありえな

いということである。メイリングラベルが剥がれ

てしまうような単純な事故から、コンピューター

によるエントリーミスのような複雑なものまで、

欠号発生の可能性をゼロにすることは今後もむず

かしいであろう。

近年、海外大手の学術出版社はコスト削減のた

めに、業務を分業化した上で最も経費のかからぬ

国へ業務を割り当てることが多くなっている。た

とえば、ＴＯＸＩＣＯＬＯＧＹＡＮＤＡＰＰＬＩＥＤＰＨＡＲＭＡＣＯＬＯＧＹ

などのタイトルで著名な ＡＣＡＤＥＭＩＣＰＲＥＳＳの本社

は、アメリカのサンディエゴにあるが、印刷はベ

ルギー、発送はオランダで行っている。こうなる

と、全号未着の場合、どの段階でミスが発生してい

るのか、流れを追っていかねば原因はつかめない。

一括納入方式は、海外集荷基地より直接エア

カーゴにて日本へ送付する点においては、郵送上

の事故を防止するものであるといえるが、基本的

には、欠号・未着を早急かつ正確に発見し、出版

社に対しクレームするという原則は変わらない。

一括納入方式では、現品の受入作業を海外集荷基

地および日本の処理センターで ２度行うことと

なっている。この際、欠号はチェックされ、ク

レームされる。さらにアクセスの場合、一定期間

（雑誌により設定は異なる）未入荷のタイトルに
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屋書店は、その代理店が日本の代理店としての機

能を果たしていない場合は、出版社に直接クレー

ムすることもある。代理店はできる限り、補充用

のストックを常備する態勢を取っていただきたい。

弊社の代理店タイトルについては、主要なものに

ついて最低３～４部の欠号補充コピーをストック

している。

（４） 納入データ

外国雑誌の管理業務が煩雑にならざるを得ない

のは、１タイトルごとの巻号を入荷のつど記録し

ていく必要があるためである。たとえば、週刊誌

の場合だと年間５２回の記載を行わねばならない。

一括納入システムの場合、雑誌の納入データを

コンピューターへ入力し、納品書を出力し、納入

状況を管理している。当然、そのデータはフロッ

ピー等の電子情報媒体による提供も可能である。

ただし、これを利用するためにはソフトウェア

が必要である。すでにユーザーの側で、逐次刊行

物管理のシステムを使用している場合には、その

データを取り込むための変換プログラムを必要と

する。アクセスおよびＭＡＣＳ２の場合は、そのデー

タをそのまま利用できるソフトウェアを有料で提

供している。このデータをうまく活用できれば、

ユーザーはフロッピーのデータと受入雑誌を照合

しさえすれば、受入業務は終了することになる。

ついては欠号監視システムにより、自動的にリス ４．価格体系

トアップされ、出版社ヘ クレームされる。いずれ

の場合も、ユーザーに対してはクレーム確認書が 外国雑誌の価格については、従来、各通貨の実

発行され、ユーザーはクレームされたことが確認 勢レートを基準に各レート毎に一定の換算レート

できる。 を定め、そのレートで雑誌の原価（外価）を円貨

日本で医学雑誌を購入する場合の一番の特徴は、 に換算していくレート方式が主流であった。この

国内代理店誌が非常に多いということである。国 場合、換算レートと実勢レートの差が業者の手数

内代理店誌については、その代理店ヘオーダーし、 料となる。この方式では、雑誌誌代に比例して業

雑誌は日本の処理センターへ直送される。これら 者の手数料は増加する。

を海外集荷基地にて集荷することは、流通形態を しかし、外国雑誌の価格を決める要素として、

乱すこととなるので、紀伊國屋書店では行わない。 誌代のみをその基準とすることが、果たして合理

クレームについても、国内の代理店を通じて出 的と言えるだろうか。雑誌の取り扱いに要する経

版社ヘクレームされる。よって、それらのタイト 費は、オーダー処理という部分においてさえ、ＭＴ

ルで発生した欠号について、補充されるスピード で一括オーダーし、一括送金可能な大手出版社か

はその代理店の対応により異なってくる。紀伊國 ら、オーダーシートに一点一点、小切手を添付し

８７－
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（図２） 新価格体系の計算例

なければならない出版社まで、さまざまな格差が

存在しており、それに要するコストは一律ではな

い。ましてや、発送処理、あるいはクレーム処理

といった部分で出版社の対応は、歴然な差となっ

て現れる。

一括納入方式は、価格体系の面でも従来のレー

ト方式に代わって、新たに手数料方式が採用され

ている。この方式は仕入外価を実勢レートで換算

＼２．３５４ ＼８０．８３４

では、国内価格と国外価格の差が１０００ドル以上の

価格差となるタイトルもある。

雑誌の仕入れに要するコストは多 様であり、一

律換算では反映できないことをご理解願いたい。

新しい価格体系は、必要経費を価格に反映させる

が、入手には万全を期することでユーザーと業者

との信頼関係を構築するものである。

して、誌代とし、各タイトルごとに設定した手数 ５．取り扱いの制限および条件

料を加算するものである。そのレートは、前月の

実勢レートを入力しているので、レート変動に伴

う差損・差益問題は発生しない。紀伊國屋書店は

円高差益還元キャンペーン特集（読売新聞）でも

数少ない優等生として報道された。また手数料は、

弊社の場合、基本手数料および個々のタイトル手

数料（価格、出版社、出版国、決裁通貨、刊行回

数に基づく）にアクセス手数料（カーゴ代金およ

び入力等の管理経費）を加算したものとなってい

る。この手数料方式は、各タイトルごとに安定供

給するための経費を手数料としており、一般的に

高額誌になるほど手数料率は低下する。

また、現地集荷を行っている関係上、国内価格

あるいはＥＣ価格が誌代原価に適用されるケース

がある。ただし、世界的な趨勢としては、販売地

域による価格格差は撤廃の方向にあり、エルゼビ

ア、パーガモンというた大手出版社では、１９９３年

より世界統一価格となった。それでも、学会誌等

一括納入方式では、そのサービス水準の維持、

およびこの方式ではかえって雑誌の持つ特性を阻

害するようなタイトルを考慮して、取り扱いに一

部制限を設けている。以下に列挙するものは取り

扱い対象から除外される。

① 速報性が重視される新聞等の日刊誌。

手

数
料

串

レ ート方式

ｆｔｆａ 格方式

誌 代原 価

（図３） 新価格体系の価格の概念
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② 刊行回数が年１～２回と少なく、エアカー

ゴで運ぶ必要性のないもの。

③ カレント・コンテンツのディスケット版の

ように特殊なパッケージングが必要なもの。

④ 入荷管理が行えない、刊行遅延誌、刊行不

定誌。

さらに、次のような条件がある。

① 取り扱いタイトル数 １００以上

（ＭＡＣＳ２の場合、丸善のカタログによると）

② 取り扱い金額 ５００万以上（アクセス）

③ オーダー締切 １０月末日

①②はある程度、量がまとまらないと宅急便の

荷姿にならないためであり、③は、早期発注が欠

号防止の基本原則になっているからである。

６．一括納入方式の長所・短所

最後にまとめとして一括納入方式のメリットお

よびデメリットについて述べておきたい。

（１）メリット

① 雑誌業務の軽減化

Ｏ 従来、毎日のように送付されてきた雑誌を

開封し、整理し、入荷記録をつけるという作

業は不要となる。一括納入方式の場合は全て

開封されており、入荷記録も業者より累積納

品データを入手することで代用できる。

ｉｉ）宅急便の曜日指定が可能であるため、業務

スケジュールの組み立てが容易となる。

ｉｎ）クレーム処理が不要となる。

ｉｖ）外国雑誌受入専任者が不要となる。

② 入荷のスピードアップ

ＳＥＡＭＡＩＬＯＮＬＹ誌がエアカーゴにより迅速

に入荷する。たとえば、ＩＮＤＥＸＭＥＤＩＣＵＳ，ＪＯＵ－

ＲＮＡＬＯＦＥＸＰＥＲＩＭＥＮＴＡＬＭＥＤＩＣＩＮＥのような重

要誌もそれにあたる。

③ 国内価格の適用

前述のように、現地集荷の関係で原価が国

内価格の適用を受けるタイトルがある。たと

えば、かの有名なＰＲＯＣＥＥＤＩＮＧＳＯＦＮＡＴＩＯＮＡＬ

ＡＣＡＤＥＭＹＯＦＳＣＩＥＮＣＥＳの日本向け、航空便価

格は １，２３５ドルであるが、国内価格は ４２０ド

病 院図 書室 Ｖｏｌ．１３ Ｎａ３，１９９３

ルである。円換算すると原価レベルで約９万

円の差となる。

④ 機械化の対応

受入データをフロッピーディスク等の電子

媒体で提供可能であり、図書館コンピュータ

ー化の際には、受入入力を省力化できる。

（２） デメリット

出版社が航空便の中でもＡＩＲＭＡＩＬにより発

送している雑誌の場合、一括納入では、直送

に比べ到着は一週間から１０日間位遅れる場合

がある。したがって、速報性が求められる週

刊誌（ＬＡＮＣＥＴ．ＮＥＷＥＮＧＬＡＮＤＪＯＵＲＮＡＬＯＦ ＭＥＤ－

ＩＣＩＮＥ等）は、研究者のニーズに応じて直送

を選択する方が望ましいケースもある。

了。おわりに

学術雑誌の流通媒体も、他の情報と同様、印刷

媒体より電子媒体へ急速に移りつつある。今回の

外国雑誌の新しい流通形態は、その過渡期にあっ

て、活字情報の有用性を物流の面から商品価値を

高めたものである。

病院図書室に勤務する方々が、医療に従事する

ユーザーへ外国雑誌の情報を提供するという役割

を単に購入価格からだけではなく、利用者への

サービスの質、また図書室業務の合理化といった

複眼的な視点より判断し、その中で一括納入方式

への評価がなされることを希望したい。

そして、何よりも研究に必要な学術雑誌が安定

的に供給されることが、最も重要なことと考える

次第である。

－８９－




